






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































66 早稲田教育評論　第 28 巻第１号
る。木島平村は、かつてのスキー場観光からの脱皮をめざし、現代における農村の価値を訴える
農村文明塾を設立し、これを中心に本質的な農村の価値づくりに向けて取組みを展開している。
高校生は村や小中学校の景観づくり、米のブランド化、オリジナル食品の加工、大都市の小学生
との交流事業への参加等で地域に貢献しているのみならず、デイサービス施設での野菜栽培によ
る高齢者との交流など、地域社会における大きな存在価値を発揮している。ここでもきめ細かな
コース制の導入が、高校の生き残りだけではなく、地域への貢献に役立っていることが読み取れ
る。離島における１中学１高校という与論町のような枠組みがあるわけではないが、小中高の合
同の教職員会も機能している。過疎地域の行政が県立高校といい関係をつくり、地域の活性化に
役立っている好例と言えよう。
　町立北海道ニセコ高校は、かつて入学者の減少で存続が危ぶまれたが、農業と観光の結合とい
う現代的な学科の再編とコース制の導入、そして町の積極的な予算の投入によって、志願者も増
え、いい状態にあると言える。付属農場の充実やホテル系の実習のための施設整備などに力を入
れ、生徒個人に対しても手厚い補助を行っている。農業と観光という異質の分野を結合するハイ
ブリッド構想は、教員の熱心な指導と相俟って成果を挙げており、就職の実績も良好である。特
にニセコ町自体が豊かな自然に恵まれたリゾート地であり、一流のホテルも多く、これらのホテ
ル系への就職が強みになっているが、ここでもコース制が力を発揮している。ニセコ町の場合は、
町立高校の存続と魅力化を町の重要な課題と位置づけ、レベルの高い行政の運営のもとでの様々
な工夫でそれを果たしてきたといえよう。北海道の農村地帯の一角で分校の農業科としてスター
トした小さな高校が、現代に評価される高校に育ち、過疎地域の活力となっていることに敬意を
表したい。
　村立北海道おといねっぷ美術工芸高校は、今や産業の振るわない小さな村の数少ない誇りでも
ある。きわめてわずかな自己財源から毎年１億円余りが高校に投入され、レベルの高い教員の増
員、施設の維持、生徒の制作のための材料や道具の支給、寮生活の充実等のために使われている。
高齢化の進む地域の人口の２割が高校関係者であり、住民運動会や日頃の会話を通じて、その存
在は高齢者にも喜ばれている。また、作品が各種展覧会で入選し、小規模校でありながらスキー
の全国大会で優勝する実績を上げていることは、地域と高校が一体となってすばらしい学びと鍛
錬の場をつくり上げていることを如実に示している。わが国において中等教育の様々な問題が累
積する中で、僻遠の地で、村と高校の協働により立派な教育成果が上がっていることは、もっと
広く知られてしかるべきであろう。
　以上示したように、５つの地域における５つの高校の、地域と高校の関係の事例はそれぞれ
違った特徴を持つものであった。今回の調査は多くの高校から体系的に選んだものではなく、過
疎地域と長くかかわってきた筆者の直観で選ばせてもらったものである。離島に唯一の県立高校
を要する島根県の海士町と鹿児島県与論町では、ともに学力と進学成績の向上に大きな努力が払
われていた。そして人口が少ない海士町の状況下では、寄宿生活を含めて町が直接的に生徒の支
援を行うことによって、外部から入学生を誘引する必要があった。また、長野県木島平村では、
村が現代に生きる農村の理想を追い求める作業に、農業・食品系の地元の高校との間に多くの連
携をつくり出した。
67過疎地域における高校の存在意義について
　北海道の二つの町村立高校は、ともに存続の危機を、高校の魅力化によって乗り切った。ニセ
コ町では農業と観光というそれまでの異分野をうまく結合し、音威子府村は、美術・工芸に特化
することで高い評価を得るようになった。そしていずれも、大事な場面では町村の総力を挙げて
高校の望ましい方向付けを行ってきた。なお両町村とも新たな施設整備の財源に苦慮している
が、過疎地域の活性化のための法律による地方債の起債である過疎債が、過疎町村の町村立高校
の施設整備に充当できない問題は、町村立の高校の存在が中央政府にとって想定外だったからだ
と考えざるを得ない。過疎行政にかかわってきた筆者としては、この点を強く訴えていきたい。
　また、今回の調査で、小規模校がコース制導入によって特徴を明確に打ち出し、魅力化に成功
している事例が多く見られたことは、都市から遠い位置にある小規模校のあり方として、コース
制の普遍的価値を考えさせてくれる。
　本研究を通じて、過疎地域における高校の存在の持つ価値と意義について一定の指摘を行うこ
とができたと考える。現地調査の際にはそれぞれの町村長、高校の学校長諸氏を始め関係者各位
に大変にお世話になった。深甚の謝意を表させていただきたい。
